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L05a 木曽超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e Gozen 試験機による微光流星観測
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流星とは惑星間空間に存在するダストが地球大気に突入し発光する現象である. 流星の可視光での光度は流星
物質の質量のよい指標であり, 流星の光度関数から惑星間ダストのサイズ分布を探ることができる. サイズ分布を
包括的に理解するためには, 光度関数をより暗い流星 (∼12 等) まで延長する必要がある. この目標を達成するた
めには望遠鏡と広視野カメラを用いた動画観測が有効である.
東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センター附属木曽観測所では 105 cm シュミット望遠鏡に搭載する

超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e Gozen の開発を進めている. Tomo-e Gozen は約 20 平方度の視野を 2Hz
で連続的に監視 (動画的観測) することが可能である. 我々は 2015 年 12 月に試験機 (Tomo-e PM) を開発し性
能評価を実施した. ここでは 2016 年 4 月 11, 14 日に実施した流星観測の結果を報告する. 我々は 2 晩の観測で
絶対等級にしておよそ 4–11 等の範囲の流星を合計 2220 件検出した. 観測結果は N(<M) = 3.17M×10−5.42 と
いう光度関数によってよく説明され, これまでの観測的研究と整合することを確認した. 発表では流星の研究にお
ける広視野 CMOS カメラの有用性を実際のデータに基づき議論する.


